
 

 

 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２２年度）の訂正について 

 

 

平成２４年１１月 

 

 

 

平成２３年８月２９日に公表しました「鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成

２２年度）」につきまして、鉄道事業者から輸送障害の変更届出(原因種別の変更 1件)

及び一部の数値に変更がございましたので訂正いたします。（赤字下線の部分が訂正

箇所になります。） 

  

  



 

 

●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２２年度）［概要板］ 

 

４．輸送障害 
 

○平成２２年度に発生した輸送障害は４,９１９件で対前年度７６５件（１８.４％）増でした。

(図５参照) 
 

○このうち、降雨等の水害が４６６件で対前年度１６０件（５２.３％）増、雪害が３２７件で同１１４

件（５３.５％）増、地震が１６２件で同１２５件（３３７.８％）増など、自然災害によるものが著

しく増加しました。 
 
○また、動物によるものが３３５件で対前年度１１１件（４９．６％）増など、線路内立入り

等によるものが増加しました。 
 
○一方、線路内立入り等による輸送障害のうち、自殺によるものは６２３件で対前

年度５９件（８.７％）減でした。自殺による輸送障害は減少しましたが、１．に記述したよ

うに自殺かそうでないか判別できないまま人身障害事故等とされているものがあると見

られます。 

 

図５：輸送障害件数の推移
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●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２２年度） 

 

【Ｐ２０】 

３ インシデントに関する事項 

 

３．１ インシデント報告件数 

 

○インシデント（運転事故が発生するおそれがあると認められる事態）は、その情報を広く共

有することが運転事故の防止に有効であることから、平成１３年１０月から鉄軌道事業者か

ら国へ報告され、国から全国の鉄軌道事業者に情報提供されています。 

○平成２２年度に発生したインシデントは、同年度に発生した運転事故８７２件の８．６％に

当たる７５件でした。 

○なお、運輸安全委員会の調査対象となったインシデントは、平成２２年度に発生したイン

シデント７５件のうち５件（６．７％）でした。 

 

図１５：インシデント発生件数の推移 

 

3 1 1 1 1 2
2

1 4 2 2 3
12

1 4
3

5
2 4

2
1

1
1

12 2
1

3 1

2 1

12 12

5
4

2

7
4

5
11

21

13

20

17 13

19

16

6

13

20

20
15

18

6

11
17

18

15

7

11

13

14

27

36

27

31

29

0

20

40

60

80

100

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

（件）

（年度）

閉そく

違反

信号違反 信号冒進 本線逸走 工事違反 車両脱線 施設障害 車両障害 危険物

漏えい

その他

67

62
59

56 55

83

74

67

75



 

 

【Ｐ２１】 

４ 輸送障害に関する事項 

 

４．１ 輸送障害の発生状況 

(1) 輸送障害件数の推移等 

○平成２２年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は、４,

９１９件で対前年度７６５件（１８.４％）増でした。 

○車両故障等による輸送障害（部内原因）は、１，３９５件（２８．４％）で対前年度１２６件

（９．９％）増でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、１，８０６件（３６．７％）で対前年度２１３件

（１３．４％）増でした。なかでも、動物によるものが３３５件で同１１１件（４９．６％）増でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）のうち自殺によるものは、６２３件（１２.７％）

で対前年度５９件（８.７％）減でした。自殺と判別され輸送障害として国へ報告された件数

は減少しましたが、２．１ (1)に記述したように、一部に自殺かそうでないか判別できないも

のがあり、それが踏切障害事故、人身障害事故等として国へ報告されていると見られま

す。 

○風水害、雷害や地震などの自然災害による輸送障害（自然災害）は、１,７１８件（３４.９％）

で対前年度４２６件（３３.０％）増でした。なかでも、水害によるものが４６６件で同１６０件

（５２.３％）増、雪害によるものが３２７件で同１１４件（５３.５％）増、震害によるものが１６２件

で同１２５件（３３７.８％）増でした。 

○なお、運転事故に伴う列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっても、運転事

故との重複計上を避けるため、輸送障害として計上していません。平成２２年度に発生し

た運転事故８７２件のうち５５６件は、列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっ

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

【Ｐ２２】 

図１６：輸送障害件数の推移 

① ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ２３】 

④ 民鉄(鉄道)  
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【Ｐ２６】 

４．２ 事業者区分別の輸送障害件数 

 

○平成２２年度における事業者区分別の輸送障害件数は、表３のとおりです。 

 

表３：事業者区分別の輸送障害件数（平成２２年度） 

 

鉄道
係員

車両
鉄道
施設

小計
走行百
万ｷﾛ
当たり

合計
走行百
万ｷﾛ
当たり

ＪＲ（在来線） 173 548 264 985 1.6 1,395 1,188 3,568 5.7 620.9

ＪＲ（新幹線） 5 13 9 27 0.2 14 27 68 0.5 138.8

民鉄等 23 179 149 351 0.6 380 486 1,217 2.2 549.5

　大手民鉄 4 24 33 61 0.2 205 72 338 1.1 317.2

　公営地下鉄等 7 8 10 25 0.2 35 8 68 0.6 105.2

　新交通・モノレール 0 3 8 11 0.5 12 17 40 1.9 20.7

　中小民鉄 12 144 98 254 2.4 128 389 771 7.2 106.4

路面電車 5 23 4 32 1.3 17 17 66 2.7 24.0

合計 206 763 426 1,395 1.0 1,806 1,718 4,919 3.7 1,333.2

 　　　　　　　　原　因

事業者区分

列車走行ｷﾛ
(百万キロ)

部外
原因

災害
原因

部内原因

 
※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小鉄道」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

 


